
件 名

　シーニック・バイウェイとは景観・歴史・文化・自然・建築など、地域の

魅力を「道」でつなぎながら、地域と行政が連携して、美しい景観づくり、

概 要 魅力ある地域づくりを目指すものです。

　シーニック・バイウイェイ制度の実現に向け、紀伊半島への導入の可能性

をともに考えるきっかけとしてシンポジウムを開催します。

　一般参加入場無料、事前の申し込み不要のため、直接会場にお越し願います。

          日時：６月１８日（土）　１３：３０　～　１６：００　

          会場：田辺市山村開発センター（旧本宮町）　[大ホール]

テレビ・ラジオ　：

新　　　　　聞　：

近畿建設記者クラブ

配 布 場 所 大手前記者クラブ

和歌山県政記者クラブ

和歌山県地方新聞記者クラブ

和歌山県政放送記者クラブ

同 時 配 布

和歌山県　県土整備部　道路局　道路政策課

（シニックバイウェイに関するシンポジウム実行委員会　事務局 ）

　計画班長 樫山（かしやま）TEL０７３－４４１－３０９６（直通）

問 合 せ 先 小島（こじま） TEL　　　　　〃

国土交通省　近畿地方整備局　和歌山河川国道事務所

　副所長 浜野（はまの） TEL０７３－４２４－２４７１（内205）

　調査第二課長 松田（まつだ） TEL　　　　　〃　　　　　　（内451）

国土交通省　近畿地方整備局　紀南河川国道事務所

　副所長 市川（いちかわ）TEL０７３９－２２－４５６４（内205）

　建設専門官 河合（かわい） TEL　　　　　〃　　　　　　（内544）

　　和　　　　歌　　　　山　　　　県

　シーニック・バイウェイに関するシンポジウム
　　　～世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」に
　　　　　　　　 　　ふさわしいみちのありかた～
　を６月１８日（土）に開催します

取 扱 い

平成17年5月20日
配布日時

１４時００分

　　国土交通省　和歌山河川国道事務所

　　国土交通省　紀南河川国道事務所

資　料　配　布



 

 

■概   要 

 「紀伊山地の霊場と参詣道」の世界遺産登録を機に関心が高まっている紀伊半島を舞台に、初め

て訪れる人々にも安心・安全・快適なドライブを楽しんでもらうために、道路を単なる通過地点では

なく、沿道周辺地域と連携することにより、個性的で魅力的な空間に創造する「シーニック・バイウェ

イ」を計画中である。この計画を実効あるものとするためには、行政と住民、NPO 等が一体となって

取り組みを図ることが必要であり、コンセプトの浸透と住民の意識高揚を目的としてシンポジウムを

開催する。 

 

■日   時 

    平成１７年６月１８日（土）１３：３０～１６：００ 

■場   所 

    田辺市山村開発センター（田辺市本宮町本宮１００）  

■主   催 

    「シーニック・バイウェイに関するシンポジウム」実行委員会 

    （国土交通省近畿地方整備局紀南河川国道事務所、和歌山河川国道事務所、和歌山県） 

■後   援 

   奈良県、三重県 

■協   賛 

   (社)近畿建設協会、和歌山県道路協会 

■基調講演 

   みんなでつくる美しいみちとまち～シーニック・バイウェイ制度の導入～ 

     （筑波大学 社会工学系教授 石田東生 氏）  

■パネルディスカッション 

紀伊半島におけるシーニック・バイウェイの可能性 

□パネリスト 

 （１）筑波大学 社会工学系教授 石田東生 氏 

 （２）国土交通省北海道開発局 道路調査官 和泉晶裕 氏 

 （３）熊野古道を世界遺産に登録するﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ準備会 運営委員代表 小野田真弓氏 

 （４）和歌山県本宮町 前町長 泉正徳 氏 

 （５）国土交通省 近畿地方整備局 紀南河川国道事務所長 黒谷努 氏  

□コーディネーター 

 テレビ和歌山報道局長 古田 皓 氏  

 

■参 加 無 料  申 し込 み不 要  






